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第 3 章 ｲｷﾞﾘｽと英国 
 

「ｲｷﾞﾘｽ」という呼び名は、日本人にとって慣れ親しんだ

言い方なので、本書上巻でも、「ｲｷﾞﾘｽ人CA」という表現を

使ってきた。しかし、ｸﾗｽにはｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人やﾄﾞｲﾂ人やｵｰｽﾄ

ﾗﾘｱ人もいたし、ｲｷﾞﾘｽ人のなかにも、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞやｳｪｰﾙｽﾞ

出身者もいた。したがって、彼女たちをｲｷﾞﾘｽ人 CA と呼ぶ

のは正確ではない。そのため、社内では、彼女たちのこと

をﾛﾝﾄﾞﾝ基地 Crew と呼ぶことにした。ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞやｳｪｰﾙｽﾞ

を含む、いわゆるｲｷﾞﾘｽ国籍の CA 以外に、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人、

ﾌﾗﾝｽ人、ｲﾀﾘｱ人、ﾃﾞﾝﾏｰｸ人、ｽﾍﾟｲﾝ人、ﾍﾞﾙｷﾞｰ人など他

のﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国の人たちもいるからだ。現在のﾛﾝﾄﾞﾝ基地に

は、15 ヶ国以上の CA が在籍している。 

出典 

http://blog.goo.ne.jp/goo221947/e/0255b75588fa91f1

b3a35e8c2ef8b96b 

 

《ｲｷﾞﾘｽは国名か》 

私たち日本人は、ｲｷﾞﾘｽ人とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の違いをよく知ら

ない。また、ｲｷﾞﾘｽといっても、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞとｳｪｰﾙ

ｽﾞ、さらに北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞがあり、それぞれ歴史も違うし、民族

的にも違う。英国の中でも、「彼女はｽｺﾃｨｯｼｭ(Scottish ｽｺ

ｯﾄﾗﾝﾄﾞ人) だ」とか「彼はｳｪﾘｯｼｭ(Welsh ｳｪｰﾙｽﾞ人)なの」

と言っているし、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人をｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ (English)と呼ん

でいる。 

「英国王室史話」の著者である森護氏も、「日本ではｲｷﾞﾘ

ｽ、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ、英国の表現が、極めてあいまいに使用され

ているので、この国の理解に大きな妨げとなっている」と本

の最初で述べている。 

米国はｱﾒﾘｶ、仏国はﾌﾗﾝｽ、独国はﾄﾞｲﾂ、それでは、英

国は?と聞かれて、ほとんどの日本人は、「ｲｷﾞﾘｽ」と答え

る。日本語では正解になる 。今度は英語で答えてください

と質問をする。米国はAmerica 、仏国はFrance、独国は

Germany 、それでは英国は? 多くの人は England と

答えてしまう。間違いではないが正解でもない。「英国」は

"England", "Great Britain" "The United Kingdom" と、

いろいろな呼び方がある。正式な国名として呼ぶ場合は、

"The United Kingdom of Great Britain and Northern 

Ireland"であり、「連合王国大ﾌﾞﾘﾃﾝならびに北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ」

となる。長い国名なので、新聞などでは "U.K"と省略して

書いている。昔は「大英帝国(Great Britain) 」とも呼ば

れていた。ｲｷﾞﾘｽの車のﾅﾝﾊﾞｰには、「GB」の文字が入っ

ている。 

ｶﾀｶﾅの「ｲｷﾞﾘｽ」は、明治時代に欧州に渡った人達が、ｲ

ﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人が自分達のことを「ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ」と呼んでいるのを

聞き、そのままｶﾀｶﾅにしたのではないかと推測できる。「ｲ

ﾝｸﾞﾘｯｼｭ」が、明治の人には、「ｲﾝｷﾞﾘｯｼｭ」に聞こえ、それ

が「ｲｷﾞﾘｽ」になったようだ。当時の英国は、1700 年代終り

から1800年代初頭にかけて起きた産業革命で、繁栄を謳

歌していた。その繁栄も、工業が盛んになったﾏﾝﾁｪｽﾀｰ、

ﾊﾞｰﾐﾝｶﾞﾑ、ﾘﾊﾞﾌﾟｰﾙ、ｼｪﾌｨｰﾙﾄﾞなどの都市があるｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ

地方が中心であった。その首都がﾛﾝﾄﾞﾝである。明治の人

達もｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに滞在し、いろいろなことを学んできた。当時

の日本人にとって、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国が英国であったので、「ｲ

ｷﾞﾘｽ、ｲｷﾞﾘｽ」と呼んだのではないか。当時はまだ、「ﾌﾞﾘﾃｨ

ｯｼｭ」という言い方に馴染んでいなかったのかもしれない。

1500 年代までは、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国とｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王国はまった

く別の国だったのだ。明治の日本には、連合王国(United 

Kingdom)になった後の「英国」が輸入され、その歴史的、

民族的背景はあいまいのままになって今日に至っている

ようだ。 

"English"は、「ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ地方出身者」となる。ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ、

ｳｪｰﾙｽﾞ、北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを含む英国人全体を指すときは

「British」となる。British はﾌﾞﾘﾃﾝ（Britain）島出身の人

たちを意味する。 

ｸﾗｽには英国人だけなく、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人やｵｰｽﾄﾗﾘｱ人もい

た。ある時、「彼女は確かｲｷﾞﾘｽ人のはずだが」と思い、確

認のために、ｶﾚﾝ・ﾏｯｺｰﾙに、 
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"Are you English?" 

と聞いたら、 

"No, I'm Scottish." 

と答えが返ってきた。たぶん、 

"Are you British?" 

と聞いたならば 

"Yes, I am."  

と答えたはずだ。日本語感覚では、ｲｷﾞﾘｽ人＝英国人とし

てもかまわないと思うが、英語で表現するときは、英国人

＝British とした方が無難だ。 

英国人にとって、 "English"はｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ地方やｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ

出身者のｲﾒｰｼﾞがある。 

 

《ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ 昔は別の国》 

ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの人々は、今でも、自分たちはｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人だと

思っている。その昔、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに併合された苦い思い出が

ある。 

1066 年に、今のﾌﾗﾝｽあたりにいたﾉﾙﾏﾝ人がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに

入り込んだ。そして、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞはしばらくﾉﾙﾏﾝ人の国にな

った。そしてﾉﾙﾏﾝの王は、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞも欲しくなり攻め込ん

だ。 

1995 年ｱｶﾃﾞﾐｰ賞で各賞をとった映画「ﾌﾞﾚｲﾌﾞﾊｰﾄ

Braveheart」は、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの圧政に抵抗して立ち上がっ

た実在の人物ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｫﾚｽを題材にしたものだ。ｽｺｯﾄﾗﾝ

ﾄﾞとｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの関係が分かる。 

ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの独立運動は、いまだに続いている。2014年 9

月には、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ独立を問う国民投票が実施された。投

票の結果、独立賛成45%、反対55%で、結果として否決さ

れたが、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞではいまだに独立をめざしている人たち

が多くいる。 

 

日本では、英国＝ｲｷﾞﾘｽ＝ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの関係があいまいに

使われているが、それ以上に、英国とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの関係や、

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人について理解している人は少ない。という筆者

も、長い間、あいまいなままにしてきた 1 人である。書店に

は、英国関係の本は山ほど置いてあるが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ関係

の本は非常に少ない。これも日本人がｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのことを、

よく知らない理由のひとつと言える。 

 

《金髪のｲｷﾞﾘｽ人と黒髪のｲｷﾞﾘｽ人》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA を見ていると、毛髪の色の違いに気がつく。

金髪の人、栗毛の人、赤毛の人、黒髪の人とさまざまだ。

瞳の色も、濃い茶色、ﾌﾞﾙｰ、ﾌﾞﾙｰｸﾞﾘｰﾝとなる。そして、同

じ金髪でも少しずつ色が違う。瞳も違う色をしている。金髪

で肌の白い人をﾌﾞﾛﾝﾄﾞと呼び、髪の黒い(真っ黒ではない)

人達はﾌﾞﾙｰﾈｯﾄと呼ばれる。赤毛をｽﾄﾛﾍﾞﾘｰﾌﾞﾛﾝﾄﾞという。

金髪で青い目が主流であるｹﾞﾙﾏﾝ民族系のｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝの

国なのに、どうして違う髪の色の人がいるのか、という疑

問が起きてくる。 

紀元前 5000 年ごろの英国は、ﾖｰﾛｯﾊﾟ大陸とつながって

いた。その後、大陸から離れて島になった。その頃に住ん

でいたのが、土着のﾌﾞﾘﾄﾝ人だった。この土着民族も、元を

辿ればｱﾌﾘｶからきたと言われている。英文科の学生が習

うｲｷﾞﾘｽ人の先祖はｹﾙﾄ人である。ｽﾍﾟｲﾝのｲﾍﾞﾘｱ半島か

らｱｲﾙﾗﾝﾄﾞとﾌﾗﾝｽ(当時のｺﾞｰﾙ)に渡ったｹﾙﾄ人が、ﾌﾞﾘﾃﾝ

島に入ってきたのは、紀元前 650 年頃と言われている。そ

して、ｹﾙﾄ人はﾌﾞﾘﾄﾝ人とまざり合いｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ、ｳｪｰﾙｽﾞ、ｽｺ

ｯﾄﾗﾝﾄﾞ地方に住みはじめた。 

 

《黒髪のﾛｰﾏ人》 

日本は、歴史の中で、韓国人の国になったり、中国人の

国になったりすることはなく、日本人の国のままできている。

一方、英国は、過去に何度か侵略されている。紀元前 55

年のﾛｰﾏ軍の侵略が最初だ。ﾛｰﾏ軍の侵入とともに、ﾛｰﾏ

人がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ地方に入り込んできた。ﾛｰﾏ人はﾛｰﾏ風呂、

ｶﾞﾗｽ窓、寺院、水道、文字、戦車、そしてﾜｲﾝを持ち込んで

きた。当時のﾛｰﾏ帝国は先進国であったので、ﾌﾞﾘﾄﾝ人や

ｹﾙﾄ人の中から、黒髪で濃茶の瞳のﾛｰﾏ人と結婚する

人々が出始めた。 

ﾛｰﾏ人は、450 年ほど、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに住みついていたが、

西暦 400 年頃になると、今度は、今のﾃﾞﾝﾏｰｸやﾄﾞｲﾂ周辺

からｹﾞﾙﾏﾝの一族であるｱﾝｸﾞﾙ族やｻｸｿﾝ族やｼﾞｭｰﾄ族が

侵入してきた。ﾛｰﾏ人を追い払い、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに 7 つのｱﾝｸﾞ

ﾛｻｸｿﾝ王国を作ってしまった。金髪で青い目の人達である。

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに残ったﾛｰﾏ人もいたので、ｹﾙﾄ系、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ

系、ﾛｰﾏ系の人達が交じり合った。 

 

《金髪のｹﾞﾙﾏﾝ人》 

日本が平安時代の頃、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ人の国になっていた

ﾌﾞﾘﾃﾝ島に、今度は、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞとﾃﾞｰﾝ人が襲ってきた。ﾊﾞｲ
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ｷﾝｸﾞはｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞに、ﾃﾞｰﾝ人はｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの東部に上陸して

きた。ﾊﾞｲｷﾝｸﾞはﾉﾙｳｪｰ人、ﾃﾞｰﾝ人はﾃﾞﾝﾏｰｸ人の祖先に

あたる。ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ系のｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王の激しい抵抗を受

けたが、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞとﾃﾞｰﾝ人の侵略は続いた。その一部は、

ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞやｲｷﾞﾘｽに住みつくことになった。 

10 世紀頃までに、ﾌﾞﾘﾃﾝ島には、ﾌﾞﾘﾄﾝ人から始まり、ｹﾙ

ﾄ人、ﾛｰﾏ人、ｱﾝｸﾞﾙ人、ｻｸｿﾝ人、ﾃﾞｰﾝ人、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞが入り

込んできている。ﾄﾞｲﾂ人、ｲﾀﾘｱ人、ﾉﾙｳｪｰ人、ﾃﾞﾝﾏｰｸ人等

の先祖にあたる人達である。 

ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王が死去したあとも、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝの王様は、

ﾃﾞｰﾝ人(ﾉﾙﾏﾝ人)を打ち負かしてきた。それに怒ったﾃﾞｰﾝ

人(ﾉﾙﾏﾝ人)は、何度もｲｷﾞﾘｽに侵入してきた。そして、

1066 年に、ついにｲｷﾞﾘｽを征服してしまった。これが「ﾉﾙﾏ

ﾝ・ｺﾝｸｪｽﾄ(Norman Conquest ﾉﾙﾏﾝ人の征服)」である。

この時、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに乗り込んできたのが、ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公ｳｨﾘ

ｱﾑ1世である。彼は、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾗﾝｽ両国を統治した。ｳｨ

ﾘｱﾑ 1 世はﾉﾙﾏﾝ系ﾌﾗﾝｽ人だったので、征服後、ｱﾝｸﾞﾛｻｸ

ｿﾝ系の王家や貴族を追い払ってしまい、それ以降、約

300 年、ｲｷﾞﾘｽはﾉﾙﾏﾝ系の国になってしまった。 

現在のﾛﾝﾄﾞﾝ郊外には、当時のﾉﾙﾏﾝ貴族たちが所有し

ていたお城やﾏﾅｰﾊｳｽ(Manor House 荘園領主の館)が

まだ残っている。一部のﾏﾅｰﾊｳｽは、土地を維持するため

ﾚｽﾄﾗﾝを営んでいる。当時の面影を残しており、ﾒﾆｭｰもﾌﾗ

ﾝｽ語で書かれている。ｼｪﾌもｳｪｲﾀｰもﾌﾗﾝｽ人のところもあ

る。ﾛﾝﾄﾞﾝに行く機会があったら、この荘園ﾚｽﾄﾗﾝにぜひ立

ち寄ってほしい。夏は館の庭先で、冬は暖炉の部屋で食

事ができる。 

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに定住するようになったﾉﾙﾏﾝ人も、定住してい

るうちに、だんだんｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人化してきた。領地問題など

で、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾗﾝｽの関係がまずくなり、その内、ｳｨﾘｱﾑ

公が所有していたﾉﾙﾏﾝ地方の土地も、ﾌﾗﾝｽの他の王族

に奪われはじめた。領土維持のためにﾌﾗﾝｽと 100 年戦争

(1337 年)もしたが、結局、ﾉﾙﾏﾝ地方の土地はとられてし

まう。ﾉﾙﾏﾝ人がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに入って300年近く経つと、ﾉﾙﾏﾝ

人としての意識よりも、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人としての自覚が芽生え

てきている。両国の王家同士は親戚関係にあるが、ﾌﾗﾝｽ

とは一線を画すようになる。1300年代の後半から1400年

にかけての話である。いろいろな人種の交じり合いが終り、

ｲｷﾞﾘｽ人の髪の色も落ちついてきた。 

その後、赤いﾊﾞﾗの紋章を使うﾗﾝｶｽﾀｰ家と、白ﾊﾞﾗのﾖｰｸ

家の王位をめぐる「ﾊﾞﾗ戦争」があり、国内での勢力争いが

続いた。そして、1485 年に、ｳｪｰﾙｽﾞ出身でﾗﾝｶｽﾀｰ家の

血を引くﾍﾝﾘｰ 7 世がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを統一した。ﾍﾝﾘｰ 6 世まで

はﾉﾙﾏﾝ系の王様だった。ﾍﾝﾘｰ7世はｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ系であり、

再びｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ系の王様による支配の時代になった。 

 

《ﾍﾝﾘｰ 8 世》 

ﾍﾝﾘｰ 7 世の息子が、離婚したり、王妃の首をはねたりで

有名になったﾍﾝﾘｰ8世であり、王妃を6人もかえた王様で

ある。自分の離婚のために、離婚を禁止していたｶｿﾘｯｸの

ﾛｰﾏ教会から離脱してしまった。最初の奥さんはｽﾍﾟｲﾝ王

の娘ｷｬｻﾘﾝ(若死にした兄の嫁)だった。この妃との間に生

まれたのは女の子ばかりだった。世継ぎが欲しいﾍﾝﾘｰ 8

世は、なんとか離婚したいのだが、ﾛｰﾏ教皇が許可を出さ

ない。ｷｬｻﾘﾝはｽﾍﾟｲﾝ王室から嫁いできた。熱烈なｶｿﾘｯｸ

教国のｽﾍﾟｲﾝも、離婚には反対だった。そこで、ﾍﾝﾘｰ 8 世

は独自の英国国教会を設立した。 

王妃がｽﾍﾟｲﾝ人であるということは、宗教関係者を中心

に多くのｽﾍﾟｲﾝ人が、彼女とともに、ｲｷﾞﾘｽに入り込んでき

ていると想像できる。ｽﾍﾟｲﾝ人は黒髪に濃い茶色の目であ

る。金髪に青い目のｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝやﾉﾙﾏﾝ人が主流のｲﾝｸﾞﾗ

ﾝﾄﾞに、黒い髪のｽﾍﾟｲﾝ人が入ってきた。 

 

《英国の宗教》  

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに聖ｱｳｸﾞｽﾃｨﾇｽが入り、ｷﾘｽﾄ教を布教しはじめ

たのが 597 年だと言われている。日本に仏教が入ってき

たのが 538 年なので、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞにｷﾘｽﾄ教が入ってきたの

は、それより少し後になる。それまでのｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの宗教は、

祖先崇拝の原始宗教だった。当時、戦いに明け暮れたｹﾞﾙ

ﾏﾝ系のｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝたちは、永遠のやすらぎを求めていた

ところだった 

ｷﾘｽﾄ教が入るまでは、王様の宗教的意味は「神の子」あ

るいは「神の子孫」だった。その後、ｷﾘｽﾄ教に改宗した王

様たちは、「神によって特別祝福された人」という意味合い

に変わった。ｲｷﾞﾘｽでは、王位につくとｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ大司教に

「戴冠式」をしてもらうが、これはこのようなｷﾘｽﾄ教の歴史

と関係があるようだ。 

ﾍﾝﾘｰ 8 世と王妃ｷｬｻﾘﾝとの間にできた娘が、のちの女

王ﾒｱﾘｰ 1 世である。機内でもｻｰﾋﾞｽしているｶｸﾃﾙの「ﾌﾞﾗ

ﾃﾞｨｰ・ﾒｱﾘｰ」は、この女王に因んでつけられた名前だ。 
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ﾍﾝﾘｰ 8 世は、自分の都合で、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞをﾛｰﾏ・ｶｿﾘｯｸ教

会から離脱させ、独自のﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ教会をつくった。そして、

ｶｿﾘｯｸ教徒を迫害し、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝ教徒に改宗しない者を、次

から次と火あぶりにした。そして、ﾛｰﾏ教皇の所有物であ

る修道院を片っ端から壊してしまった。この時活躍したの

が、ﾄｰﾏｽ・ｸﾛﾑｳｪﾙである。これがｲｷﾞﾘｽの宗教改革の始

まりとなる。1530 年頃の話である。 

3 番目のお妃ｼﾞｪｰﾝ･ｼｰﾓｱとの間に、やっと息子が生ま

れた。ﾍﾝﾘｰ 8 世が死去すると、王位についたのは幼い息

子のｴﾄﾞﾜｰﾄﾞだった。ところが、病弱ですぐに死んでしまっ

たので、次に王位継承権があるﾒｱﾘｰが王位についた。ﾒｱ

ﾘｰの母親は、男の子を生まなかった。そのため、何かと理

由をつけられ離婚されてしまう。ｷｬｻﾘﾝの娘であるﾒｱﾘｰ 1

世は、母親同様に、熱心なｶｿﾘｯｸ教徒だった。そして、ｽﾍﾟ

ｲﾝのﾌｪﾘﾍﾟ王を婿に迎えた。またもや、ｲｷﾞﾘｽ王家とｽﾍﾟｲﾝ

王家が結びついた。ﾒｱﾘｰ 1 世の時代は、ｲｷﾞﾘｽがｽﾍﾟｲﾝ

の影響を多く受けた時代だった。ﾒｱﾘｰ女王は、王位につく

とｽﾍﾟｲﾝの後ろ楯を得て、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを元のｶｿﾘｯｸ国に戻そ

うとした。今度は、新教徒(ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ)の司教をはじめ、信

者を次々と迫害し火あぶりにしてしまった。ｲｷﾞﾘｽ人たちは

このﾒｱﾘｰ女王のことを、「残忍なﾒｱﾘｰ」つまり「ﾌﾞﾗﾃﾞｨｰ・ﾒ

ｱﾘｰ (Bloody Mary)」と呼び、今では飲物として、人々の

心に残っている。 

 

《ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ一世》 

ﾒｱﾘｰの後に、王位についたのがｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世である。ﾍﾝ

ﾘｰ 8 世の 2 番目の王妃ｱﾝ･ﾌﾟｰﾘﾝの娘である。ｱﾝ･ﾌﾟｰﾘﾝ

が産んだのも、やはり女の子だった。ﾍﾝﾘｰ 8 世は、またが

っかりしていたところ、ｱﾝが不倫(姦通)していることが判っ

た。ﾍﾝﾘｰ 8 世は、ちょうどよいとばかりに、姦通を理由に

王妃と相手の男を処刑してしまう。 

そのため、母親を早く亡くしたｴﾘｻﾞﾍﾞｽは、私生児として

扱われ、王位継承権をもつことができなかった。ところが、

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人たちは、残虐なﾒｱﾘｰにうんざりしていたので、

彼女を処刑してしまった。ところが次に王位につく者がいな

い。そこで、王位継承権がなかったｴﾘｻﾞﾍﾞｽを後押しした。

その中心的役割を果たしたのが、ﾍﾝﾘｰ8世の最後の王妃

ｷｬｻﾘﾝ・ﾊﾟｰである。彼女の努力で、ｴﾘｻﾞﾍﾞｽは王位につき、

ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世となった。おもしろくないのはｽﾍﾟｲﾝである。ｶ

ｿﾘｯｸ教徒であるﾒｱﾘｰを処刑され、ｽﾍﾟｲﾝは怒り、両国の

関係は悪化してしまった。 

この時代のｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは、外交問題や宗教問題などでｺﾞﾀ

ｺﾞﾀしていた。当時のｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞは、ﾌﾗﾝｽの息がかかってお

りｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを狙っている。ｽﾍﾟｲﾝもﾌﾗﾝｽと同じである。同じ

ｶｿﾘｯｸ教国なのでお互い通じている。国内のｶﾄﾘｯｸたちも、

ﾒｱﾘｰ 1 世のあとは、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのﾒｱﾘｰ女王 (ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのﾒ

ｱﾘｰ女王とは違う人物)がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを治めるべきだと考え

ていた。 

ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ化を推進するｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王は、ｶｿﾘｯｸはｲﾝｸﾗﾝ

ﾄﾞから出ていくよう通告して追い払った。そして、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ

の英国国教会をさらに強固なものとした。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世は、

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの王位を狙っているという理由でｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのﾒｱﾘ

ｰ女王を危険人物として処刑しまう。この女王は、夫を愛

人と共に爆弾を仕掛けて殺してしまう。そのためｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ

から追い出され、ｲｷﾞﾘｽに逃げ込んだところを捕まってしま

った。ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのﾒｱﾘｰ女王は、ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世にとっては従

姉妹にあたるのだが、ｽﾍﾟｲﾝが後押しをしており、陰でｺｿｺ

ｿやっていたことと関係があるようだ。おもしろくないｽﾍﾟｲﾝ

は、ｽﾍﾟｲﾝ無敵艦隊でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを攻め込んだのだが、ｲﾝｸﾞ

ﾗﾝﾄﾞ艦隊はこの無敵艦隊を打ち破ってしまった。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ

1 世の時代の話である。 

 この時代は、貿易と工業が発達し、ｼｪｲｸｽﾋﾟｱも活躍し文

化も栄えた。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世の舵取りのもと、外交的にも国

内的にも、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは国としてしっかりした基盤ができあ

がった。共通の法律、共通の聖書、国教会祈祷書、共通

の文学、そして共通の言葉(英語)を使うようになった。幼い

ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞや残忍なﾒｱﾘｰの時代に、ｶﾞﾀｶﾞﾀになった国内を建

て直ししたのもｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世であり、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの繁栄の基

礎をつくった女王として有名である。 

ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世は、一生独身のままだったので、1603 年に

亡くなると、王位を継ぐ直系の者がいない。そこで生前に、

ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王は、王位継承権を処刑したｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ女王ﾒｱ

ﾘｰの息子ｼﾞｪｰﾑｽﾞ 6 世に託すことにしていた。国が違って

も当時の王室は、どこかでつながっている。ｼﾞｪｰﾑｽﾞ6世も、

血統的にはｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世の父方の親戚関係にあたるの

だ。 

 

《宗教改革》 

王様の不純な動機で、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞはｶｿﾘｯｸからﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ

の国になった。同じ時期に、ﾖｰﾛｯﾊﾟ大陸でも、宗教改革が



 
5 

行われていた。はじめに、ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾙﾀｰ(Martin Luther)

がﾄﾞｲﾂで運動を起こした。続いて、ｽｲｽに亡命していたﾌﾗ

ﾝｽ人のｼﾞｬﾝ・ｶﾙｳﾞｧﾝ(Jean Calvin)が、ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ教会の改

革に着手していた。旧教(ｶﾄﾘｯｸ教会)がｷﾘｽﾄの精神を歪

め、教会の財政が破綻すると、免罪符を売出して商売を

始めるなど、道徳的にも堕落した状態に「抗議(ﾌﾟﾛﾃｽﾄ)」し、

それに「抵抗(ﾌﾟﾛﾃｽﾄ)」した。 

当初は、王様の離婚問題という世俗的な事件が発端とな

り、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄの国となったが、次第にｶﾙｳﾞｧﾝ主義の影響

を受けるようになった。そして、宗教改革の徹底を主張す

るﾋﾟｭｰﾘﾀﾝ(清教徒)が出てきた。 

ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世の跡を継いだｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王のｼﾞｪｲﾑｽ6世は、

ﾛﾝﾄﾞﾝに入り、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｪｲﾑｽ 1 世になった。この時は

じめて、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞもｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞもｳｪｰﾙｽﾞも同じ王様になった。

すでにｱｲﾙﾗﾝﾄﾞも植民地化していたので、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの王様

も兼ねていた。ｼﾞｪｲﾑｽ 1 世が 4 つの国の王様になったの

が 1603 年だった。日本では、徳川家康が国家を統一し、

征夷大将軍となり、幕府を江戸に開いた時期にあたる。ｼﾞ

ｪｲﾑｽ 1 世の時代の英国は、英国国教会(ｱﾝｸﾞﾘｶﾝﾁｬｰﾁ・

聖公会)のﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄと旧来のｶｿﾘｯｸ、そして、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝの

過激派のﾋﾟｭｰﾘﾀﾝが勢力争いを行っていた。 

ﾋﾟｭｰﾘﾀﾝ派は、世俗的なことに対して、厳しい態度をとっ

ていた。芝居もﾀﾞﾝｽも化粧もだめ、ｷﾘｽﾄの教えを徹底して

守ろう、という考えだった。あまりにも厳しいことをいうので、

大半の国民にとってはうさん臭い存在になった。そこで、ｼﾞ

ｪｰﾑｽﾞ 1 世はﾋﾟｭｰﾘﾀﾝたちに対して、英国国教会に宗旨替

えをしないと処刑すると脅かした。英国にいると命が危な

いので、一部のﾋﾟｭｰﾘﾀﾝ達は「ﾒｲﾌﾗﾜｰ号」に乗り、新天地

を求めてｱﾒﾘｶのｳﾞｧｰｼﾞﾆｱに向かった。1620 年頃の話し

である。ｱﾒﾘｶが、極端なまでに禁酒の国になったり、最近

のように、極端に禁煙運動を行ったりするのは、ﾋﾟｭｰﾘﾀﾝ

思想が今も残っているからかもしれない。 

 

《清教徒革命》 

ｼﾞｪｰﾑｽﾞ 1 世の時代が終り、その次男のﾁｬｰﾙｽﾞが王位

についた。ｲｷﾞﾘｽのﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ化を押し進める議会とｶｿﾘｯｸ

寄りのﾁｬｰﾙｽﾞはそりが会わなかった。議会がｶｿﾘｯｸ禁止

の法案を可決すると、ﾁｬｰﾙｽﾞは議会を解散してしまい、そ

の後、11 年間は王様 1 人で国を治めた。結婚した相手は、

ﾌﾗﾝｽ王家ｱﾝﾘ四世の娘ｱﾝﾘｴｯﾀ･ﾏﾘｱｰだった。王妃がﾌﾗﾝ

ｽ王家出身であることは、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄにとっては脅威に映っ

た。さらに、王ﾁｬｰﾙｽﾞが好き勝手なことをやるので、議会

は反対し、ついに王と議会は衝突してしまった。内乱の結

果、清教徒をﾊﾞｯｸにした議会派が勝利し、王ﾁｬｰﾙｽﾞを処

刑してしまった。これが清教徒革命である。この時、活躍し

たのがｵﾘｳﾞｧｰ・ｸﾛﾑｳｪﾙ(Oliver Cromwell)である。さら

に過激的ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄの勢力が強くなり、ｶｿﾘｯｸがいじめられ

る時代が続いた。王様が処刑(1648 年)されてしまったの

で、しばらく王政がなくなり無政府状態となってしまった。

代わりに、ｸﾛﾑｳｪﾙの軍事政権が続いた。彼は、余勢を駆

って、ｶｿﾘｯｸ教国ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞをﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ化するため東奔西

走していた。 

 

《ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄとｶｿﾘｯｸの共存》 

清教徒革命が起きたが、しばらくすると、息苦しくなった

国民は、清教徒とは反対の暮らしを求めはじめた。そこで、

処刑されたﾁｬｰﾙｽﾞ 1 世の息子で、清教徒革命の間、ﾌﾗﾝ

ｽに亡命していたﾁｬｰﾙｽﾞ 2 世を迎えることにした(1660 年)。

ﾌﾗﾝｽに亡命していたということは、父親と同様に、ｶｿﾘｯｸ

の影響を受けていた。ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに戻り王位につくと、いま

までいじめられ続けてきたｶｿﾘｯｸ教徒に対して、きびしくす

ることはなかったので、ｶｿﾘｯｸとﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄが共存するよう

になった。 

この後、1660 年代には、ﾍﾟｽﾄが流行し、ﾛﾝﾄﾞﾝだけでも

70 万人が死亡した。ﾍﾟｽﾄが終息すると、今度はﾛﾝﾄﾞﾝの大

火(Great Fire of London 1666 年)が起こり、一万戸が焼

けてしまった。 

ﾁｬｰﾙｽﾞ 2 世は、議会を招集した。最初の議会では、ﾋﾟｭｰ

ﾘﾀﾝたちを高い地位から締め出すことが決められた。そし

て、宗教的な目的での集会などを禁止してしまった。違反

した者は牢屋に入れられたり、植民地に送られたりした。

ところが、ﾁｬｰﾙｽﾞ2世は、ﾌﾗﾝｽとｵﾗﾝﾀﾞの戦争に力を貸す。

ﾌﾗﾝｽとの間で、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞをｶｿﾘｯｸにするという取引をして

しまった。議会はそれに怒り、ｶｿﾘｯｸ教徒が政府の高い地

位につけないというｶｿﾘｯｸの締め出しをした。この頃のﾌﾗﾝ

ｽはﾙｲ十四世の時代で、ｲｷﾞﾘｽとは反対に、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄが

迫害されていた。ﾌﾗﾝｽにいたﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝはｲｷﾞﾘｽに逃げ込

んできた。ﾌﾗﾝｽが何かにつけて、ｲｷﾞﾘｽを狙っていた時代

である。 

そして、1600 年代後半になると、対外的問題もあり、国
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家の統一が叫ばれるようになり、名誉革命(1689 年)が起

きる。憲法にあたる「権利章典」が定められ、国民の生命

や財産の保護、言論の自由など基本的人権が保障される

ようになった。ﾎｰﾘｰ党とｳｨｯｸﾞ党による政党政治が行われ

るようになった。王位継承権も議会が決めるようになった。

誰がどの宗教を信仰しても構わないということになった。宗

教が違うからと言って、やたらと首を切られることがなくな

ったのだ。 

 

《大英帝国》 

いままで見てきたように、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは、ﾉﾙﾏﾝ-ｺﾝｸｪｽﾄ以

来、ﾌﾗﾝｽや他の大陸諸国とは兄弟のような関係できた。

戦いもたびたびあったが、それも兄弟ｹﾞﾝｶのようなところ

があった。それまでは、まだまだ大陸諸国から学んでいた

後進国だった。 

無敵のｽﾍﾟｲﾝ艦隊を撃退した頃から、大陸諸国とは一線

を画し、独自の路線を歩むようになった。同時に、海外に

進出していった。ｱﾒﾘｶ、西ｲﾝﾄﾞ諸島、ｱﾌﾘｶ、ｲﾝﾄﾞに進出し、

加えて産業革命が起こり、商業が発展し、貿易立国として

名を成すようになった。大英帝国の時代の幕開けである。 

 1690 年から 3 次にわたって、英仏戦争がはじまる。ﾌﾗﾝ

ｽとｽﾍﾟｲﾝ対ｲｷﾞﾘｽ、ｵｰｽﾄﾗﾘｱの戦いになった。1707 年に

なると、今までﾌﾗﾝｽと仲がよかったｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞがｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ

につき、連合条約を結ぶことになった。そして、対仏戦争に

勝利し大英帝国(ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ)の誕生となる。その後、また、

ｱﾒﾘｶやｶﾅﾀﾞの植民地でﾌﾗﾝｽとぶつかり、5 次英仏戦争ま

でつづくことになる。最後の戦争では、ﾌﾗﾝｽ皇帝ﾅﾎﾟﾚｵﾝと

の戦いとなる。ﾄﾗﾌｧﾙｶﾞｰ沖の戦い(1805 年)でﾌﾗﾝｽ軍を

打ち負かしたのが、有名なﾈﾙｿﾝ提督である。ﾖｰﾛｯﾊﾟ大陸

内のﾜｰﾃﾙﾛｰの戦いでは、ｳｪﾘﾝﾄﾝ公爵の活躍があり、ﾅﾎﾟ

ﾚｵﾝはｴﾙﾊﾞ島に追放された。この時代になり、英・ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ同盟条約ができ、いままでﾌﾗﾝｽと強い絆で結ばれてい

たｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを無理やり英国側に引き込んでしまった。ｽｺｯﾄ

ﾗﾝﾄﾞ・ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ・ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄ ﾞの統一が行われ、国名が

「United Kingdom(連合王国)」になった。 (ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは

1900 年代に入り連合王国から分離独立した) 

  

《ﾋﾞｰﾌｳｪﾘﾝﾄﾝ》 

「ﾋﾞｰﾌｳｪﾘﾝﾄﾝ」という料理がある。機内でも、ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽ

で提供していたことがある。ﾛｰｽﾄﾋﾞｰﾌ用の肉塊の周りにﾍﾟ

ｰｽﾄ状のﾌｫｱｸﾞﾗを塗り、それをﾊﾟｲで包みﾛｰｽﾄする。そし

て、焼き上がったものを切りわけてｻｰﾋﾞｽする。これほど美

味しい肉料理はないと思う。最高の料理であり、一流ﾎﾃﾙ

で注文しても簡単には提供してくれず、事前に予約注文し

ておかなくてはならない。一人前最低 2、3 万円はとられる

料理だ。このﾋﾞｰﾌｳｪﾘﾝﾄﾝが、ﾌﾗﾝｽを打ち負かしたｳｪﾘﾝﾄﾝ

公爵を讃えてつけられた名前なのである。ｲｷﾞﾘｽの誇りを

表している料理だ。 

 

《名前の話》 

 1990 年頃の統計資料によると、ｲｷﾞﾘｽで新生児につけ

る名前で一番多いのが、「ｼﾞｪｰﾑｽﾞ(James) 」だった。男

児の赤ちゃんの 14%に、「ｼﾞｪｰﾑｽﾞ」の名前がつけられて

いる。多い順に列挙すると、 

男 児                 

「ｼﾞｪｰﾑｽﾞ (James)」 

「ｳｨﾘｱﾑ (William)」 

「ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ (Alexander)」 

「ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ (Edward)」 

「ﾄｰﾏｽ (Thomas)」 

「ﾁｬｰﾙｽﾞ (Charles)」 

「ｼﾞｮﾝ (John)」 

「ｼﾞｮｰｼﾞ (George)」 

「ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ (David)」 

女 児 

「ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ (Elizabeth) 」 

「ｼｬﾛｯﾄ (Charlotte)」 

「ｱﾘｽ (Alice)」 

「ｴﾐﾘｰ (Emily)」 

「ﾋﾞｸﾄﾘｱ (Victoria)」 

「ｴﾏ (Emma)」 

「ｿﾌｨｰ(Sophie)」 

「ｱﾚｸｻﾞﾝﾄﾞﾗ(Alexandra)」 

「ｻﾗもしくはｾｰﾗ (Sarah)」 

     「ﾙｰｼ－Lucy」」 

出典 「ｱﾒﾘｶ英語とｲｷﾞﾘｽ英語」大石五雄著  

丸善ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ 

 

大石五雄氏によれば、ｱﾒﾘｶでは、男児は「ﾏｲｹﾙ」「ﾏｼｭ

ｰ」「ｸﾘｽﾄﾌｧｰ」「ﾗｲｱﾝ」「ｼﾞｪｰｽﾝ」「ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ」の順となってい
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る。女児の場合は「ｻﾗ」「ｼﾞｪﾆﾌｧｰ」「ｼﾞｪｼｶ」「ｸﾘｽﾃｨﾝ」「ｱﾏ

ﾝﾀﾞ」「ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ」「ｷｬｻﾘﾝ」の順に多い名前となっている。 

ｲｷﾞﾘｽでは、男児の名前は、歴史に登場してきた国王に

因んだものが多いのが分かる。ｶｿﾘｯｸの家族は、ｶｿﾘｯｸの

国王から名前を、英国国教会やﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄの家族では、ﾌﾟ

ﾛﾃｽﾀﾝﾄを愛した国王の名前をつけているかもしれない。 

女児の場合でも、「ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王」や「ﾋﾞｸﾄﾘｱ女王」からき

ているようだ。「ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ」はｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世やｼﾞｮｰｼﾞ 6 世の

王妃ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ、そして現女王ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 2 世である。それ以

外では、有名な王妃の名前や童話集に出てくるような名前

に人気があるようだ。「ｻﾗもしくはｾｰﾗ」は聖書の創世記に

出てくるｱﾌﾞﾗﾊﾑの妻の名前である。  

2013 年の調査では、下記の順となっている。男の子なら

ﾊﾘｰとかﾄｰﾏｽとかｼﾞｬｯｸなど子供の本に出てくるような名

前などが加わっている。女の子にはかわいらしい名前をつ

けている。 

 

男 児  

「ｵﾘｳﾞｧｰ (Oliver)」 

「ｼﾞｬｯｸ (Jack)」 

「ﾊﾘｰ (Harry)」 

「ｼﾞｪｲｺﾌﾞ (Jacob)」 

「ﾁｬｰﾘｰ (Charlie)」 

「ﾄｰﾏｽ (Thomas)」 

「ｵｽｶｰ (Oscar)」 

「ｳｨﾘｱﾑ (William)」 

「ｼﾞｪｰﾑｽﾞ (James)」 

「ｼﾞｮｰｼﾞ (George)」 

女 児 

「ｱﾒﾘｱ (Ameria) 」 

「ｵﾘﾋﾞｱ (Olivia)」 

「ｴﾐﾘｰ (Emily)」 

「ｱｳﾞｧ (Ava)」 

「ｲｽﾗ (Isla)」 

「ｼﾞｪｼｶ (Jessica)」 

「ﾎﾟﾋﾟｰ (Poppy)」 

「ｲｻﾞﾍﾞﾗ (Isabella)」 

『ｿﾌｨｰ (Sophie)」 

「ﾐｱ (Mia)」 

(出典 英国国家統計局(Office for National Statistics) 

日本でもそうであるが、人気のある名前は時代とともに

変化している。  

 

《世界制覇》 

同じｲｷﾞﾘｽ人なのに、なぜ髪の色が違うのかという疑問

から、ｲｷﾞﾘｽ人が歴史の中でどのように他民族と交わって

きたかをみてきた。国内での戦いや外国との戦争に、宗教

や領土が絡んでいたことも分かった。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世が統治

した 1500 年代後半は、ｲｷﾞﾘｽ人が自分達の国づくりに励

んだ時代と言える。そして、1600 年代は、議会と王様の宗

教的対立から発したﾋﾟｭｰﾘﾀﾝ革命、共和制政治、王政復

古、政党政治の発展と国家の基礎固めをしていた時代だ。

同時に、1600 年代から 1700 年代にかけて、ｲｷﾞﾘｽはｽﾍﾟ

ｲﾝ、ｵﾗﾝﾀﾞから海上権を奪い海外に進出していった。1607

年に最初の植民地をｳﾞｧｰｼﾞﾆｱに建設した。1600 年には、

日本にも最初のｲｷﾞﾘｽ人が来ている。日本史の教科書に

出てくるｳｨﾘｱﾑ･ｱﾀﾞﾑｽ(日本名・三浦按針)がその人だ。

1700 年代は産業革命の時代になる。最初に農業改革(囲

い込み法)が起こり、生産が飛躍的に向上した。そして工

業が発展した。1700 年代後半には、水素の発見、水力紡

績機の発明、酸素の発見、蒸気ｴﾝｼﾞﾝなどの発明が続い

た。万年筆が発明されたのもこの頃(1780 年)だそうだ。新

聞の「ｻﾞ･ﾀｲﾑｽﾞ」が創刊されたのが 1785 年であり、工業

化の進展とともに商業も発展していった。 

英国という国は、しょっちゅうどこかの国と戦争をしている

ようなところがある。そして、負けるときもあったが、肝心な

ところで勝利してきた。だからこそ、大英帝国を築き上げる

ことができた。現在の英国内では、150 ヶ国以上の言語が

話されていると言われている。それだけ英国は、いろいろ

な国に進出し、またその国の人を受け入れてきた。植民地

政策の結果、ｲﾝﾄﾞ・ﾊﾟｷｽﾀﾝ、中近東、ｱﾌﾘｶ諸国の一部、

中国の一部、ｶﾘﾌﾞ諸島、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ﾏﾚｰｼｱや南太平洋の

国々などを英連邦に組み込んできた。ｶﾅﾀﾞやｵ-ｽﾄﾗﾘｱで

は、つい最近までｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王の肖像画が飾られていた。 

英連邦の国々の人は、英国と自由に往来ができた。しか

し第 2 次世界大戦後、これらの国が独立をしはじめた。

1997 年、香港の中国返還の時に見られたように、返還に

あたり、英国政府は香港の人達に中国籍に戻るか、英国

籍になるか、国籍の選択を認めた。当時、中国籍を取得

するのを嫌がった人の大半は、親戚をたよってｱﾒﾘｶやｶﾅ
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ﾀﾞに渡った。英国籍になった人もかなりいたようだ。同じよ

うに過去にも、それぞれの国が独立するにあたって、英国

に流入してきた旧宗主国の人たちがｲｷﾞﾘｽ人の一部を構

成するようになった。 

ｲｷﾞﾘｽにはいろいろな色の髪や目の人がいる。髪の色や

目の色が違っても、白い肌は共通していた。ところが、現

在では、「ｲｷﾞﾘｽ人は白人である」と言えない時代になって

いる。ｱﾌﾘｶ系黒人もいれば、黄色人種のｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人や中

国人もいる。中近東系の人もいる。それだけでなく、海外

に進出していったｲｷﾞﾘｽ人が、現地の人と結婚し本国に連

れもどしてくることも多かった。ｸﾗｽのﾏﾘｰ･ﾏｰも父親がｲｷﾞ

ﾘｽ人であるが、母親はｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人なので、ｱｼﾞｱ系の顔立

ちだった。したがって、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA だからといって、すべ

ての人が金髪系の白人ではないのだ。ﾛﾝﾄﾞﾝのｿｰﾎｰ地区

では、中国ﾚｽﾄﾗﾝが軒を揃えている。ﾋｰｽﾛｰ空港の近くに

ｲﾝﾄﾞ人が多数住んでいる街もある。ﾊｲﾄﾞﾊﾟｰｸ公園近くのﾗ

ﾝｶｽﾀｰｹﾞｰﾄ地区は、中近東の人たちの街と言えるくらいｱ

ﾗﾌﾞ系の人たちを多く見かける。 

－続く－ 

 


